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社
会
変
動
と
技
術
更
新
の

ス
ピ
ー
ド
が
著
し
い
今
、
我

々
は
常
に
そ
の
変
化
に
対
応

す
る
事
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
学
ん
だ

教
訓
の
一
つ
は
、
我
々
が
予

測
困
難
な
、
不
確
か
で
不
安

定
な
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
時
代
を
生
き

て
い
る
と
い
う
事
で
あ
る
。

こ
の
時
代
を
生
き
抜
く
た
め

に
、
我
々
は
人
に
し
か
出
来

な
い
能
力
や
ス
キ
ル
に
焦
点

を
あ
て
、
高
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

　

私
は
２
０
２
２
年
５
月
に

荻
窪
病
院
の
院
長
に
就
任

し
、
組
織
の
成
長
に
つ
い
て

の
洞
察
を
深
め
る
機
会
が
増

え
た
。
そ
ん
な
中
、
専
門
知

識
や
技
術
だ
け
で
は
な
く
、

人
間
力
の
向
上
が
極
め
て
重

要
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
て

い
る
。
特
に
大
き
な
組
織
で

は
、
個
人
の
成
長
と
人
間
性

が
組
織
全
体
の
進
化
に
密
接

に
結
び
つ
い
て
い
る
と
考
え

て
い
る
。

　

従
来
、
人
は
「
成
人
に
な

る
と
成
長
が
止
ま
る
」
と
考

え
ら
れ
て
い
た
が
、
ハ
ー
バ

ー
ド
大
学
ロ
バ
ー
ト
・
キ
ー

ガ
ン
教
授
の
成
人
発
達
理
論

で
は
、
成
人
以
降
も
知
性
や

意
識
の
成
長
が
可
能
で
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。
私
も
自

分
が
学
ん
で
い
く
能
力
を
信

じ
る「
自
信
」と
、一
方
で
自

分
の
考
え
方
や
進
め
方
が
必

ず
し
も
正
し
く
な
い
可
能
性

を
認
識
す
る「
謙
虚
さ
」を
持

ち
な
が
ら
、
進
化
す
る
事
を

心
が
け
て
い
る
。
年
齢
と
共

に
よ
り
多
く
の
事
を
学
び
、

時
に
は
既
存
の
固
定
概
念
を

手
放
し
、
終
わ
り
の
な
い
成

長
の
旅
を
歩
ん
で
い
る
。

　

目
下
の
課
題
は
、
職
員
の

成
長
を
促
進
し
、
サ
ポ
ー
ト

す
る
方
法
を
見
つ
け
る
事
で

あ
る
。
明
確
な
答
え
が
な
い

中
で
、
ま
ず
は
幹
部
に
よ
る

全
職
員
対
象
の
人
間
力
向
上

に
焦
点
を
当
て
た
勉
強
会
を

開
始
し
た
。今
年
度
は
、各
役

職
者
と
面
談
を
行
い
、
自
己

の
振
り
返
り
と
内
省
の
時
間

を
持
つ
よ
う
促
し
て
み
た
。

自
己
を
理
解
せ
ず
し
て
、
自

身
の
成
長
を
促
進
し
、
部
下

の
育
成
を
す
る
こ
と
は
難
し

い
の
で
は
、
と
い
う
考
え
か

ら
で
あ
る
。
少
し
ず
つ
で
も

職
員
が
成
長
し
、
組
織
の
底

上
げ
に
貢
献
し
、
最
終
的
に

は
当
院
が
パ
ー
パ
ス
（
存
在

意
義
）
と
し
て
掲
げ
て
い
る

「
患
者
さ
ん
、地
域
に
持
続
的

な
健
康
と
幸
せ
」
を
提
供
で

き
れ
ば
と
期
待
し
て
い
る
。

（
医
療
法
人
財
団
荻
窪
病
院

病
院
長
・
皮
膚
科
部
長

�

布
袋
祐
子　

71
回
）

２
０
２
３
年
度
義
塾
賞
を
受
賞
し
て

広
瀬　

 

寛（
65
回
）

保
健
管
理
セ
ン
タ
ー 

教
授

義
塾
賞
を
受
賞
し
て吉

村 

昭
彦（
60
相
当
）

微
生
物
学
免
疫
学
教
室 

教
授

慶應医学賞授賞式・受賞記念講演会開催慶應医学賞授賞式・受賞記念講演会開催第
28
回

秋の叙勲 受章者一覧
瑞
宝
中
綬
章

石
原 

傳
幸（
内
49
回
）

〈
保
健
衛
生
功
労
〉

元　
（
独
）国
立
病
院
機
構
箱
根
病
院
長

元　

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
内
科
学（
神
経
）医

学
部
客
員
教
授

紫
綬
褒
章

柚
﨑 

通
介（
生
64
相
当
）

〈
神
経
科
学
研
究
功
績
〉

日
本
神
経
科
学
学
会
理
事
・
元
会
長

日
本
脳
科
学
関
連
学
会
連
合
評
議
員
・
運
営
委

員日
本
学
術
会
議
会
員

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
生
理
学
教
授

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
委
員

慶
應
義
塾
大
学
ヒ
ト
生
物
学
－
微
生
物
叢
－
量

子
計
算
研
究
セ
ン
タ
ー
拠
点
長
・
特
別
補
佐

元　

慶
應
義
塾
大
学
院
医
学
研
究
科
委
員
長

瑞
宝
中
綬
章

小
林 

祥
泰（
内
51
回
）

〈
教
育
研
究
功
労
〉

元　

島
根
大
学
長

耕
雲
堂
小
林
病
院
名
誉
院
長

元　
（
大
）島
根
大
学
医
学
部
附
属
病
院
長

元　

済
生
会
江
津
総
合
病
院
顧
問

島
根
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
Ｐ
ｕ
Ｒ
Ｅ
Ｃ（
株
）取

締
役
会
長

（
一
社
）日
本
脳
ド
ッ
ク
学
会
顧
問

元　
（
一
社
）日
本
内
科
学
会
理
事
・
専
門
医
制

度
審
議
会
長

瑞
宝
中
綬
章

山
岸 

正
明（
整
49
回
）

〈
保
健
衛
生
功
労
〉

元　
（
独
）国
立
病
院
機
構
村
山
医
療
セ
ン
タ
ー

院
長

元　

防
衛
医
科
大
学
校
整
形
外
科
助
教
授

（
医
）八
九
十
会
高
月
整
形
外
科
病
院
院
長

元　

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
整
形
外
科
学
客
員

教
授

慶
應
義
塾
大
学
病
院
　
　

　
　
　
年
末
年
始
の
休
診

年
末
年
始
は
、
12
月
30
日（
土
）よ
り
1

月
4
日（
木
）の
間
、休
診
と
な
り
ま
す
。

病　

院　

長

「
医
学
部
新
年
祝
賀
式
」
お
よ
び
「
坂
口
光
洋
記
念
慶
應
義
塾
医
学
振

興
基
金
に
基
づ
く
慶
應
医
学
賞 

ラ
イ
ジ
ン
グ
・
ス
タ
ー
賞
授
賞
式
」

の
開
催
に
つ
い
て
（
ご
案
内
）

�

医
学
部
長　

金
井　

隆
典

　

医
学
部
で
は
毎
年
新
春
に
教
職
員
お
よ
び
三
四
会
員
に
よ
る
祝
賀
式
を
催
し
て
お
り

ま
す
が
、
こ
の
度
、
新
年
祝
賀
式
を
下
記
に
よ
り
開
催
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

直
近
3
年
間
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン

配
信
と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
２
０
２
４
年
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
（
現
地
：
2
号
館
11
階

大
会
議
室
）
に
て
開
催
予
定
で
す
。

　

新
春
早
々
ご
多
用
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
是
非
と
も
現
地
、
も
し
く
は
以
下
の
ウ

ェ
ビ
ナ
ー
リ
ン
ク
よ
り
ご
参
加
賜
り
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
本
祝
賀
式
と
併
せ
「
坂
口
光
洋
記
念
慶
應
義
塾
医
学
振
興
基
金
に
基
づ
く
慶

應
医
学
賞�

ラ
イ
ジ
ン
グ
・
ス
タ
ー
賞
授
賞
式
」
を
執
り
行
い
ま
す
。

記

日　

時　

２
０
２
４
年
1
月
5
日
（
金
）
11
時
か
ら
12
時
30
分

形　

式　

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
（
現
地
／
ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
）

現　

地　

慶
應
義
塾
大
学
病
院
2
号
館
11
階　

大
会
議
室

※
祝
賀
式
・
授
賞
式
後
の
懇
親
会
は
実
施
い
た
し
ま
せ
ん

ウ
ェ
ビ
ナ
ー
Ｉ
Ｄ　

830 3861 7981

ウ
ェ
ビ
ナ
ー
Ｕ
Ｒ
Ｌ　

https://keio-univ.zoom.us/j/83038617981

※
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
も
ご
視
聴
い
た
だ
け
ま
す

　

慶
應
医
学
賞
は
１
９
９
６

年
か
ら
始
ま
っ
た
慶
應
義
塾

医
学
振
興
基
金
の
主
要
事
業

の
１
つ
で
あ
る
。
今
年
ノ
ー

ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
を
受

賞
し
た
カ
タ
リ
ン
・
カ
リ
コ

博
士
（
２
０
２
１
年
第
26
回

慶
應
医
学
賞
受
賞
）
を
含

め
、
こ
れ
ま
で
に
本
賞
受
賞

者
か
ら
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者

を
10
名
輩
出
し
て
お
り
、
世

界
か
ら
も
注
目
さ
れ
る
国
際

的
な
賞
で
あ
る
。

　

第
28
回
（
２
０
２
３
年

度
）
慶
應
医
学
賞
授
賞
式
お

よ
び
受
賞
記
念
講
演
会
が
２

０
２
３
年
11
月
９
日
に
北
里

記
念
医
学
図
書
館
２
階
北
里

講
堂
に
て
開
催
さ
れ
た
。
受

賞
者
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
・
フ
ェ

ラ
ー
ラ
博
士
（
カ
ル
フ
ォ
ル

ニ
ア
大
学
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
校

教
授
）、
森
和
俊
博
士
（
京

都
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科

教
授
）
を
信
濃
町
キ
ャ
ン
パ

ス
に
迎
え
、
林
香
教
授
の
司

会
進
行
に
よ
り
お
こ
な
わ
れ

た
。
式
典
の
進
行
は
英
語
で

す
べ
て
執
り
行
わ
れ
、
そ
の

様
子
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

同
時
配
信
に
て
、
世
界
中
に

配
信
さ
れ
た
。

　

塩
見
春
彦
審
査
委
員
長
か

ら
審
査
報
告
と
受
賞
者
紹
介

が
あ
っ
た
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
・

フ
ェ
ラ
ー
ラ
博
士
の
授
賞
研

究
テ
ー
マ
は
「
血
管
新
生
の

分
子
基
盤
の
解
明
と
臨
床
応

用
」
で
、
血
管
新
生
の
主
要

な
調
節
因
子
で
あ
る
血
管
内

皮
細
胞
増
殖
因
子
（
Ｖ
Ｅ
Ｇ

Ｆ
）
の
発
見
、
お
よ
び
加
齢

黄
斑
変
性
に
対
す
る
抗
Ｖ
Ｅ

Ｇ
Ｆ
阻
害
剤
に
よ
る
治
療
法

の
開
発
な
ど
の
研
究
業
績
が

評
価
さ
れ
た
こ
と
が
紹
介
さ

れ
た
。
森
和
俊
博
士
の
授
賞

研
究
テ
ー
マ
は
「
小
胞
体
ス

ト
レ
ス
応
答
の
分
子
機
構
の

解
明
」
で
、
ホ
ル
モ
ン
や
そ

の
受
容
体
が
高
次
構
造
を
形

れ
た
研
究
業
績
を
通
じ
て
人

類
の
幸
福
に
貢
献
し
た
人
を

顕
彰
す
る
慶
應
医
学
賞
は
、

こ
れ
を
受
賞
す
る
人
の
名
誉

で
あ
る
と
同
時
に
慶
應
義
塾

に
と
り
大
変
名
誉
な
こ
と
」

と
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
来
賓
と
し
て
文
部

科
学
省
か
ら
盛
山
正
仁
大

臣
、
フ
ェ
ラ
ー
ラ
博
士
に
所

縁
の
あ
る
在
日
米
国
大
使
館

か
ら
エ
ヴ
ァ
ン
・
フ
ェ
ル
シ

ン
グ
経
済
・
科
学
担
当
公
使

参
事
官
、
在
日
イ
タ
リ
ア
大

使
館
か
ら
エ
ン
リ
コ
・
ト
ラ

ヴ
ェ
ル
サ
科
学
技
術
担
当
官

よ
り
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

続
く
受
賞
者
か
ら
の
ご
挨
拶

で
は
、
フ
ェ
ラ
ー
ラ
博
士
よ

り
、
授
賞
や
祝
辞
に
対
す
る

御
礼
、
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
の

ス
タ
ー
ト
、
研
究
成
果
を
得

ら
れ
る
ま
で
の
経
緯
な
ど
が

あ
り
、
夫
人
を
含
む
多
く
の

方
へ
の
感
謝
の
言
葉
が
述
べ

ら
れ
た
。

　

森
博
士
か
ら
の
ご
挨
拶
で

は
、
授
賞
や
祝
辞
に
対
す
る

御
礼
、
分
子
生
物
学
と
の
出

会
い
か
ら
「
小
胞
体
ス
ト
レ

ス
応
答
」
の
仕
組
み
を
解
明

す
る
ま
で
の
経
緯
な
ど
を
含

め
、
森
博
士
も
多
く
の
方
へ

の
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ

た
。

　

受
賞
記
念
講
演
会
は
、
金

井
隆
典
医
学
部
長
に
よ
る
挨

拶
か
ら
始
ま
り
、
両
博
士
の

貴
重
な
講
演
に
多
く
の
方
が

惹
き
つ
け
ら
れ
、
講
演
後
は

研
究
者
、
教
員
、
学
生
に
よ

る
活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ

れ
た
。

　

今
年
は
新
た
な
試
み
と
し

て
、
式
典
翌
日
（
２
０
２
３

年
11
月
10
日
）
に
「
慶
應
医

学
賞
受
賞
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
２
０
２
３
」
を
開
催
し

た
。
信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
フ
ェ
ラ
ー
ラ
博
士
に
登
壇

い
た
だ
き
、「Progression�

of�vascular�biology�and� its�impact�on�clinical�
medicine

」
を
テ
ー
マ
に
し

た
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、

薬
学
部
芝
共
立
キ
ャ
ン
パ
ス

で
は
森
博
士
が
「
細
胞
応
答

か
ら
読
み
解
く
生
命
現
象
」

を
テ
ー
マ
に
学
生
に
直
接
語

っ
て
い
た
だ
け
る
機
会
を
設

け
た
。
参
加
し
た
学
生
は
そ

の
温
か
い
人
と
な
り
と
研
究

へ
の
情
熱
に
間
近
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
、
大
変
有
意
義

な
時
間
と
な
っ
た
。

（
詳
細
は
慶
應
医
学
賞
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。）

URL

：https://www.ms-
fund.keio.ac.jp/prize/

（
薬
学
部
慶
應
医
学
賞
受
賞

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム2023

）

URL

：https://www.pha.
keio.ac.jp/news/2023/
11221127.html

　

こ
の
度
、「
肥
満
や
イ
ン

ス
リ
ン
抵
抗
性
病
態
の
研
究

・
教
育
・
臨
床
へ
の
寄
与
」

の
題
目
で
、
栄
え
あ
る
義
塾

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
11
月

10
日
、
三
田
で
の
表
彰
式
に

て
伊
藤
公
平
塾
長
か
ら
表
彰

状
を
賜
り
、
誠
に
光
栄
で
し

た
。
ご
推
薦
い
た
だ
き
ま
し

た
森
正
明
前
所
長
（
64
回
）

に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
１
９
８
６
年
３
月
に

本
塾
医
学
部
を
卒
業
し
、
同

年
５
月
か
ら
２
年
間
本
塾
大

学
病
院
で
内
科
研
修
、
１
９

８
８
年
５
月
か
ら
２
年
間
、

国
立
霞
ヶ
浦
病
院
に
て
内
科

専
修
を
行
い
ま
し
た
。
１
９

９
０
年
か
ら
内
科
学
教
室

（
内
分
泌
代
謝
科
）
で
肥
満

や
糖
尿
病
の
研
究
を
始
め
、

猿
田
享
男
君
（
43
回
）
お
よ

び
丸
山　

博
君
（
47
回
）
の

ご
指
導
の
下
、「
膵
ホ
ル
モ

ン
分
泌
に
及
ぼ
す
ア
ド
レ
ナ

リ
ン
受
容
体
作
動
薬
の
影

響
」
で
医
学
博
士
を
取
得
し

ま
し
た
。
１
９
９
３
年
10
月

か
ら
１
９
９
６
年
５
月
ま
で

米
国
テ
キ
サ
ス
大
学
ダ
ラ
ス

校
に
留
学
し
（Roger�H.�

Unger

教
授
）、
肥
満
・
糖
尿

病
ラ
ッ
ト
や
そ
の
ラ
ン
ゲ
ル

ハ
ン
ス
島
な
ど
を
用
い
て
研

究
を
行
い
、
膵
脂
肪
毒
性

さ
ら
に
仲
間
と
と
も
に
「
免

疫
寛
容
」
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の

解
明
を
進
め
、
制
御
性
Ｔ
細

胞
の
発
生
と
サ
イ
ト
カ
イ
ン

産
生
を
制
御
す
る
転
写
因
子

と
し
て
核
内
オ
ー
フ
ァ
ン
受

容
体
Ｎ
Ｒ
４
ａ
フ
ァ
ミ
リ
ー

を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

こ
れ
ら
の
サ
イ
ト
カ
イ
ン

シ
グ
ナ
ル
研
究
に
加
え
て
、

私
た
ち
は
脳
神
経
系
疾
患
に

お
け
る
サ
イ
ト
カ
イ
ン
の
意

義
に
関
し
て
も
研
究
を
行

い
、
特
に
脳
梗
塞
お
け
る
炎

症
性
サ
イ
ト
カ
イ
ン
や
制
御

性
Ｔ
細
胞
の
意
義
を
世
界
に

先
駆
け
て
解
明
し
ま
し
た
。

最
近
こ
れ
ら
の
成
果
を
ま
と

め
た
拙
著
『
免
疫
「
超
」
入

門
』（
講
談
社
、
ブ
ル
ー
バ

ッ
ク
ス
）
を
発
刊
し
ま
し
た

の
で
ご
笑
覧
い
た
だ
け
ま
し

た
ら
幸
い
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
私
た
ち
は
疾

患
や
病
態
に
お
け
る
サ
イ
ト

カ
イ
ン
の
意
義
の
一
端
を
解

明
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
成
果
は
も
と

よ
り
私
一
人
で
な
し
得
た
も

の
で
は
な
く
、
多
く
の
大
学

院
生
や
ス
タ
ッ
フ
、
共
同
研

究
者
、
さ
ら
に
は
内
外
の
競

争
相
手
あ
っ
て
の
こ
と
で

す
。
こ
の
場
を
借
り
て
深
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後

は
義
塾
賞
を
契
機
に
、
こ
れ

ら
の
成
果
を
治
療
に
使
え
る

よ
う
に
さ
ら
に
努
力
、
精
進

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
は
義
塾
賞
を
受
賞

さ
せ
て
い
た
だ
き
誠
に
光
栄

で
す
。
課
題
名
は
「
サ
イ
ト

カ
イ
ン
の
制
御
と
免
疫
寛
容

の
分
子
機
構
の
解
明
」
で
、

こ
れ
ま
で
長
年
取
り
組
ん
で

来
ま
し
た
研
究
を
評
価
し
て

頂
い
た
こ
と
を
誠
に
嬉
し
く

思
い
ま
す
。
ご
推
薦
頂
い
た

金
井
医
学
部
長
を
は
じ
め
、

伊
藤
公
平
塾
長
ほ
か
関
係
の

皆
様
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

サ
イ
ト
カ
イ
ン
は
生
体
恒

常
性
維
持
に
必
須
の
役
割
を

果
た
す
ほ
か
、
感
染
症
や
が

ん
、肥
満
、ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど

多
く
の
疾
患
と
密
接
に
関
係

す
る
因
子
で
す
。
私
ど
も
は

サ
イ
ト
カ
イ
ン
応
答
を
抑
制

す
る
分
子
機
構
を
発
見
し
、

そ
の
解
明
を
通
じ
て
サ
イ
ト

カ
イ
ン
が
ど
の
よ
う
な
生
理

や
病
態
に
関
与
す
る
か
を
研

究
し
て
来
ま
し
た
。
特
に
サ

イ
ト
カ
イ
ン
の
シ
グ
ナ
ル
を

負
に
制
御
す
る
遺
伝
子
フ
ァ

ミ
リ
ー
「
Ｃ
Ｉ
Ｓ
／
Ｓ
Ｏ
Ｃ

Ｓ
」
と「
Ｓ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｄ
」を
発

見
し
、
自
己
免
疫
疾
患
や
神

経
繊
維
腫
症
Ｉ
型
に
類
似
し

た
遺
伝
性
疾
患
の
原
因
と
な

る
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

つ
ま
り
サ
イ
ト
カ
イ
ン
の

シ
グ
ナ
ル
制
御
は
ホ
メ
オ
ス

タ
シ
ス
や
「
免
疫
寛
容
」
を

維
持
す
る
重
要
な
機
能
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

た
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
１
９
８
３
年
に
慶

應
義
塾
大
学
医
学
部
を
卒
業

後
、
大
阪
大
学
蛋
白
質
研
究

所
、
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン

ス
大
学
医
学
部
、
東
京
大
学

医
科
学
研
究
所
、
筑
波
大

学
、
大
阪
大
学
医
学
部
で
神

経
系
の
発
生
の
基
礎
研
究
に

専
念
し
た
後
、
２
０
０
１
年

に
現
職
の
塾
医
学
部
教
授
に

着
任
致
し
ま
し
た
。
以
来
、

23
年
間
、
塾
医
学
部
の
伝
統

で
あ
る
基
礎
・
臨
床
一
体
型

の
研
究
を
展
開
し
、
中
枢
神

経
系
の
再
生
医
学
と
疾
患
研

究
に
非
常
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン

グ
か
つ
楽
し
い
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
例

え
ば
、
塾
医
学
部
の
整
形
外

科
と
の
共
同
チ
ー
ム
を
構
築

し
、
脊
髄
再
生
医
療
の
実
現

に
向
け
た
開
発
を
行
っ
て
来

ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
若

いPhysician�Scientists

達

と
脊
髄
損
傷
に
対
す
る
病
態

解
析
と
新
規
の
治
療
法
の
開

発
を
進
め
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　

臨
床
面
で
は
、
整
形
外
科

の
中
村
雅
也
教
授
と
の
共
同

で
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
技
術
を
用

い
た
脊
髄
損
傷
の
再
生
医
療

の
臨
床
応
用
に
取
り
組
み
、

つ
い
に
２
０
２
１
年
、
亜
急

性
期
脊
髄
損
傷
の
症
例
に
対

し
て
、
ヒ
ト
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を

用
い
た
再
生
医
療
の
世
界
最

初
の
移
植
手
術
を
慶
應
義
塾

大
学
病
院
で
行
う
に
至
り
ま

し
た
。
ま
た
、
神
経
難
病
の

Ａ
Ｌ
Ｓ
に
つ
い
て
、
ｉ
Ｐ
Ｓ

細
胞
技
術
を
用
い
た
創
薬
研

究
を
行
い
、
ロ
ピ
ニ
ロ
ー
ル

と
い
う
既
存
薬
を
Ａ
Ｌ
Ｓ
に

対
す
る
新
規
の
治
療
薬
候
補

と
し
て
選
定
し
、
慶
應
義
塾

大
学
病
院
神
経
内
科
に
お
い

て
２
０
１
８
年
か
ら
２
０
名

の
Ａ
Ｌ
Ｓ
患
者
を
対
象
と
し

た
Ｐ
ｈ
ａ
ｓ
ｅ
１
／
２
ａ
の

医
師
主
導
治
験
を
行
い
、
同

薬
の
Ａ
Ｌ
Ｓ
に
対
す
る
安
全

性
と
有
効
性
の
一
端
を
証
明

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
成
果
を
出
す

こ
と
が
出
来
た
の
は
、
基
礎

-

臨
床
一
体
型
の
福
澤
・
北

里
精
神
の
お
導
き
で
あ
る
と

福
澤
賞
を
受
賞
致
し
ま
し
て

岡
野 

栄
之（
62
回
）

生
理
学
教
室 

教
授

　

こ
の
度
「
中
枢
神
経
系
の

再
生
医
学
と
疾
患
研
究
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
、
福
澤
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
事
、
心
か
ら

嬉
し
く
、
大
変
名
誉
に
思
い

ま
す
。
ご
推
薦
頂
き
ま
し
た

金
井
医
学
部
長
に
は
、
心
か

ら
感
謝
致
し
ま
す
。
こ
の
テ

ー
マ
で
の
研
究
を
遂
行
す
る

上
で
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

ほ
ど
適
し
た
場
所
は
な
か
っ

授
賞
式
後
の
集
合
写
真

森
和
俊
博
士

ナ
ポ
レ
オ
ン
・
フ
ェ
ラ
ー
ラ
博
士

2024 年度 坂口光洋記念慶應義塾医学振興基金
医学研究助成事業

＜募 集＞

https://www.ms-fund.keio.ac.jp/josei

１．目的

２．対象者

３．助成の要件

４．研究助成金の予定額及び件数

５．申請方法

６．締切

７．問合せ先

慶應義塾大学医学部における医学・生命科学の各領域の研究を推進し、その振興をはかる。

（１） 本大学医学部専任教員
　　　　（本大学医学部または関連病院･研究施設に勤務し、 本大学医学部に在籍する専修医･助教も含む)
（２） 本大学医学部特任教員（研究員を含む、 ただし訪問研究員、 共同研究員を除く）
（３） 本大学病院研修医、 本大学大学院医学研究科（博士課程･修士課程）在籍者
（４） 医学部4・５・6年次在籍者
＊2024年４月1日時点で満40歳未満の者(ライフイベント等の考慮すべき事情がある場合はこの限りではない、
　 申請書「11.備考欄」に記載のこと) ※女性研究者の積極的な応募を期待する
＊2024年4月1日時点（予定）の職位（常勤 ・ 非常勤は不問）・ 学年で記載する
＊2024年4月1日~2025年3月31日において、本助成金の対象者(上記(1)~(4))である見込みの者
＊１人につき１課題、前年度区分A採択者は申請不可(区分B採択者は申請可)
＊A区分の採択回数は2回までとする
＊大学院生、医学部生の場合は研究を行っている教室の教授からの推薦状を添えること

慶應義塾大学医学部の将来的発展のために特に振興すべき研究であること

2024年 1月 19日（金）正午

医学振興基金事務室（信濃町キャンパス２号館８階）
E-mail：k-msf@adst.keio.ac.jp
電話: 03-5363-3609 内線62377学振興基金事務室

区分 A：最高採択額 300 万円 6 ～ 7 件程度 (予定）
区分 B：最高採択額 25 万円 4 ～ 8 件程度 (予定）分

＊区分Ａと区分Ｂの併願は不可
＊採択者は、 学内で行われる公開セミナーでの研究報告会に参加すること（2025年2月中旬～3月上旬予定）
＊この助成金は、 消耗品費、 旅費、 その他経費等に使用可能
＊研究期間は最長 2024年度末（2025年３月末）迄
＊助成金額の決定は、絶対的評価ではなく、申請状況全体を勘案しての相対的評価とする

・医学振興基金ホームページから募集要項を確認のうえ、所定様式の申請書をダウンロード、オンラインフォームに入力、
　必要書類をアップロードして提出してください。
・大学院生・学部生は、教授からの推薦状(書式自由)、学生証(両面)の写しもアップロードしてください。

2024 年 3 月下旬迄に申請者あてに通知する

心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
一
緒
に
研
究
を
進
め
て

き
ま
し
た
社
中
の
皆
さ
ま
に

こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し

上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

成
す
る
場
で
あ
る

小
胞
体
の
恒
常
性

に
つ
い
て
研
究
、

小
胞
体
ス
ト
レ
ス

応
答
の
分
子
機
構

を
解
明
し
た
こ
と

に
関
す
る
業
績
が

評
価
さ
れ
た
こ
と

が
紹
介
さ
れ
た
。

ま
た
、
審
査
委
員

17
名
と
学
内
外
78

名
の
専
門
委
員
に

よ
る
厳
正
な
審
査

を
経
て
、
両
博
士

が
選
出
さ
れ
た
こ

と
が
報
告
さ
れ

た
。

　

次
に
伊
藤
公
平

塾
長
か
ら
両
博
士

に
賞
状
と
メ
ダ

ル
、
賞
金
の
目
録

が
授
与
さ
れ
た
。

伊
藤
塾
長
は
両
博

士
の
功
績
を
称

え
、
こ
の
賞
の
意

義
に
つ
い
て
「
優

（Lipotoxicity

）
を
世
界

に
先
駆
け
て
論
文
で
発
表

し
、
帰
国
し
ま
し
た
。

　

１
９
９
６
年
６
月
か
ら
保

健
管
理
セ
ン
タ
ー
の
所
属
に

な
っ
た
後
も
、
内
分
泌
代
謝

内
科
研
究
室
に
お
け
る
後
進

の
指
導
を
し
な
が
ら
研
究
を

継
続
し
、
直
接
指
導
を
し
た

８
名
（
石
井
達
哉
・
河
合
俊

英
・
矢
島　

賢
・
山
本
幸
宏

・
小
川　

健
・
税
所
芳
史
・

清
野
芳
江
・
中
谷
比
呂
志

君
）
が
学
位
を
取
得
し
ま
し

た
。
私
は
保
健
管
理
セ
ン
タ

ー
や
２
０
１
２
年
か
ら
兼
担

と
し
て
勤
務
し
て
い
る
予
防

医
療
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

も
、
教
職
員
・
学
生
や
人
間

ド
ッ
ク
受
診
者
に
お
け
る
レ

プ
チ
ン
や
ア
デ
ィ
ポ
ネ
ク
チ

ン
と
い
っ
た
肥
満
関
連
因
子

や
高
血
圧
・
イ
ン
ス
リ
ン
抵

抗
性
な
ど
と
の
関
連
で
疫
学

研
究
を
展
開
し
、
学
会
や
英

論
文
も
多
数
発
表
し
ま
し

た
。
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
内
の

医
師
達
や
保
健
師
達
と
共
同

で
、
学
会
発
表
や
論
文
作
成

の
指
導
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

私
は
こ
れ
ら
の
知
見
を
本

学
の
講
義
、
診
療
や
患
者
指

導
に
生
か
す
だ
け
で
な
く
、

指
導
的
立
場
で
こ
の
分
野
を

先
導
し
て
き
た
と
自
負
し
て

お
り
ま
す
。
今
後
も
ま
た
、

義
塾
の
た
め
に
少
し
で
も
役

立
て
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。


